
 

 

・佐藤健寿さん写真展 『WONDERLAND 鳥羽』を開催（１月） 

・鳥羽磯部漁業協同組合和具浦支所の MEL認定塩蔵ワカメが初出荷（２月） 

・鳥羽市新型コロナウィルス感染症対策本部を設置（２月） 

・【感染症対策】感染症感染拡大防止のため、鳥羽みなとまつりなどのイベントを中止（３月～） 

・【感染症対策】「Let's Buy! とば」キャンペーンを実施（３月～） 

・株式会社トヨタレンタリース三重と包括連携協定を締結（３月） 

・三島由紀夫没後 50年の年に図録「三島由紀夫と神島」を発刊（３月） 

・地域おこし協力隊 五十嵐 ちひろさんが退任（３月） 

・【感染症対策】鳥羽市独自で宿泊優待キャンペーンなどを実施（４月～） 

・【感染症対策】水道料金の基本料金を免除（４～12月） 

・厚生労働省との人事交流を開始（４月） 

・鳥羽市水産研究所が小浜町に完成（４月） 

・中央共同調理場における学校給食調理業務の民間委託を開始（４月） 

・子ども家庭総合支援拠点を設置（４月） 

・40年ぶりに答志島・神島間に海底送水管を布設（５月） 

・【感染症対策】市内在住の子どもに対する鳥羽まるみえパスポートの無料配布（５月） 

・【感染症対策】利用予約延期協力金を交付（５月） 

・図柄入り伊勢志摩ナンバープレートの交付が開始（５月） 

・「TOBA CITY NEWS」配信など公式 YouTubeチャンネルを本格稼働（５月） 

・【感染症対策】鳥羽磯部漁業協同組合によるマスク販売会を実施（５月） 

・湯快リゾート株式会社と災害時における避難所等施設利用等に関する協定を締結（６月） 

・九鬼嘉隆が秀吉の死に対し剃髪した!? 新たな古文書を発見（６月） 

・地域おこし協力隊 佐藤 創さんが退任（６月） 

・【感染症対策】市内全事業所を対象に感染予防対策応援事業を実施（７～11月） 

・三重大学水産実験所の小浜町への移転が決定（８月） 

・鳥羽市消防庁舎が安楽島町に完成（８月） 

・津波フラッグを用いた相差町千鳥ヶ浜海水浴場津波避難訓練を実施（８月） 

・ワーケーション等推進事業に着手（９月～） 

・移動販売車の運用を開始（９月～） 

・鳥羽市水産研究所で養殖カキ漁場のモニタリング調査を開始（９月） 

・鳥羽市民文化会館を閉館し、市役所西庁舎として運用開始（10月） 

・鳥羽市同報系防災行政無線デジタル化工事着工（10月） 

・5年に一度の国勢調査を実施（10月） 

・「鳥羽の日・鳥羽の月」イベントにおいて各課が取組み実施（10月） 

２０２０年 鳥羽市のビッグニュース  総務課秘書係    



 

・鳥羽市景観計画策定（10月） 

・台風 14号襲来により、市内でがけ崩れによる家屋被害発生（10月） 

・合同会社ＤＭＭ.comと包括連携協定を締結（10月） 

・修学旅行など県内外の教育旅行の受け皿として活躍（10月・11月） 

・鳥羽市民体育館サブアリーナ完成（11月） 

・鳥羽磯部漁業協同組合の桃取黒海苔委託加工施設が完成（11月） 

・令和 2年度鳥羽市防災訓練「風水害等避難所運営訓練」を実施（11月） 

・広報紙上防災訓練「避難行動シミュレーション」を実施（11月） 

・Webセミナー「災害から子どもを守るには」～サブアリーナ講演を開催（11月） 

・【感染症対策】新しい旅のエチケットを鳥羽から全国へ「旅するスプレー」を配布（11月） 

・東京 2020オリンピック聖火の巡回展示を実施（11月） 

・ＴＲＩＭetバーチャル鳥羽離島病院実証プロジェクトスタート（11月） 

・大型客船が 10ヶ月ぶりに鳥羽港に入港（11月) 

・鳥羽東中学校、長岡中学校の新制服が決定（11月） 

・鳥羽うみアートプロジェクト おおたはるか個展『portrait』/『鳥羽図鑑』を開催（11～12月） 

・市内小中学校の児童生徒に 1人 1台タブレット端末を導入（12月） 

・三重とこわか国体フェンシング競技リハーサル大会中止( 12月)  

・鳥羽ロータリークラブとの共催によりイングリッシュディを実施（12月） 

 

【表彰の部】 

・今井 緑さんが「全国防犯協会連合会防犯栄誉銅章」を受章（11月） 

・鳥羽市公平委員 大川 千惠美さんが「全国公平委員会連合会 16年特別表彰」を受賞（11月） 

・島の旅社推進協議会が「石原円吉賞」を受賞（11月） 

 

【スポーツの部】 

・フェンシンググランプリ ブタペスト大会（３月） 

男子エぺ個人 優勝 山田 優 選手 

・第 73回全日本フェンシング選手権大会（９月） 

男子サーブル個人 優勝 小久保 真旺 選手 


